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陳情２件、報告２件、計画の策定１件、
条例の一部改正１件、補正予算５件、
決算認定８件、委員の任命１件、
意見書の提出３件を審議！！

熱議論を経て熱議論を経て
令和２年度各会計決算を認定令和２年度各会計決算を認定白

査委員意見書査委員意見書監

見書の提出見書の提出意
【提出先】【提出先】　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、文部科学大臣、農林水産大臣、経済産業大臣、

　国土交通大臣、環境大臣、復興大臣　国土交通大臣、環境大臣、復興大臣

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書

【提出先】【提出先】　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、経済産業大臣、内閣官房長官、経済再生担当大臣

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書

【提出先】【提出先】　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣、国土強靭化担当大臣　衆参両院議長、内閣総理大臣、財務大臣、総務大臣、国土交通大臣、国土強靭化担当大臣

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書

令和２年度決算認定 歳入総額 歳出総額
大 樹 町 一 般 会 計 85億2,997万4,550円 83億721万3,291円
大 樹 町 国 民 健 康 保 険 事 業 特 別 会 計 7億1,382万6,342円 6億9,235万4,840円
大 樹 町 後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 9,704万435円 9,655万3,674円
大 樹 町 介 護 保 険 特 別 会 計 7億717万2,257円 6億6,720万6,128円
大 樹 町 介 護 サ ー ビ ス 事 業 特 別 会 計 4億1,663万3,783円 4億29万3,025円
大 樹 町 公 共 下 水 道 事 業 特 別 会 計 2億9,833万6,008円 2億6,539万3,988円
大 樹 町 水 道 事 業 会 計 5億5,576万4,713円 7億6,164万1,576円
大樹町立国民健康保険病院事業会計 11億6,629万5,855円 11億1,078万197円

　令和２年度一般会計他各特別会計の決算審査は、予算の執行において　令和２年度一般会計他各特別会計の決算審査は、予算の執行において
関係法令に従い、適正かつ効率的に執行されているか、それぞれの関係関係法令に従い、適正かつ効率的に執行されているか、それぞれの関係
諸帳簿及び証拠書類の照合、並びに住民福祉の増進という町行政の本旨諸帳簿及び証拠書類の照合、並びに住民福祉の増進という町行政の本旨
に沿った執行が行われているかに主眼を置き延べ23日間審査を実施した。に沿った執行が行われているかに主眼を置き延べ23日間審査を実施した。
　いずれの調書においても法令に準拠して作成されており、所定の期間　いずれの調書においても法令に準拠して作成されており、所定の期間
内に出納閉鎖がなされ、関係諸帳簿及び証拠書類等と照合精査した結果、内に出納閉鎖がなされ、関係諸帳簿及び証拠書類等と照合精査した結果、
計数に誤りはなく正確であり、かつ関係法令にも適合し、予算の執行も計数に誤りはなく正確であり、かつ関係法令にも適合し、予算の執行も
概ね適切に行われたものと認める。概ね適切に行われたものと認める。澤尾廣美代表監査委員澤尾廣美代表監査委員

事業者に対事業者に対 し、し、
ＰＣＲ検査ＰＣＲ検査 費用を助成！！費用を助成！！
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　大樹町ではこれまでも「大樹町過疎地域自立促進市町村計画」を策定し、　大樹町ではこれまでも「大樹町過疎地域自立促進市町村計画」を策定し、
国による財政上の優遇措置を受けながら、産業の振興、交通通信体制の整備、医療の確保、国による財政上の優遇措置を受けながら、産業の振興、交通通信体制の整備、医療の確保、
生活環境の整備、教育の振興など取り組んできました。生活環境の整備、教育の振興など取り組んできました。
　令和３年４月「過疎地域の持続発展の支援に関する特別措置法」が施行されたことから、　令和３年４月「過疎地域の持続発展の支援に関する特別措置法」が施行されたことから、
第５期大樹町総合計画の取り組むべき施策について、新過疎法に基づく特別措置を活用して第５期大樹町総合計画の取り組むべき施策について、新過疎法に基づく特別措置を活用して
地域活性化等の取り組みを積極的に推進し、非過疎地域となることを目指すため、令和３年地域活性化等の取り組みを積極的に推進し、非過疎地域となることを目指すため、令和３年
から令和７年までの「大樹町過疎地域持続的発展市町村計画」が策定されました。から令和７年までの「大樹町過疎地域持続的発展市町村計画」が策定されました。

第３回
定例会

たな計画を定めるたな計画を定める
大樹町過疎地域持続的発展市町村計画大樹町過疎地域持続的発展市町村計画新

政報告政報告行
北海道航空宇宙企画株式会社の解散北海道航空宇宙企画株式会社の解散

公立高等学校配置計画公立高等学校配置計画

　テレワークを始めとする多様的な働き方への対応や、新たな企業の誘致を促進し地域経済　テレワークを始めとする多様的な働き方への対応や、新たな企業の誘致を促進し地域経済
の活性化を図ることを目的に、経済センター３階にサテライトオフィスが開設されます。開の活性化を図ることを目的に、経済センター３階にサテライトオフィスが開設されます。開
設にかかる施設の整備費用や備品購入などの予算が計上されました。設にかかる施設の整備費用や備品購入などの予算が計上されました。

　新型コロナウイルス感染症拡大防止と社会経済活動の両立支援のため、町内事業者が自主　新型コロナウイルス感染症拡大防止と社会経済活動の両立支援のため、町内事業者が自主
的に実施するPCR検査または抗原検査に要した費用の一部が助成されます。的に実施するPCR検査または抗原検査に要した費用の一部が助成されます。

　コロナ禍による運動不足解消を目的に、らいふ健康増進室に設置する自走式、電動式のラ　コロナ禍による運動不足解消を目的に、らいふ健康増進室に設置する自走式、電動式のラ
ンニングマシーンを各１台購入します。ンニングマシーンを各１台購入します。

般会計予算般会計予算
２億5,609万9,000円を追加２億5,609万9,000円を追加一
地方創生臨時交付金を活用し予算を追加計上地方創生臨時交付金を活用し予算を追加計上
サテライトオフィスの設置  サテライトオフィスの設置  405万4,000円増額405万4,000円増額

事業者に対しPCR検査費用を助成  事業者に対しPCR検査費用を助成  100万円増額100万円増額

ランニングマシーンの購入  ランニングマシーンの購入  209万9,000円増額209万9,000円増額

全員賛成
可決

全員賛成
可決

◎�令和元年６月に設立した北海道航空宇宙企画株式会社は、これまで射場運営サービスの市場調査◎�令和元年６月に設立した北海道航空宇宙企画株式会社は、これまで射場運営サービスの市場調査
や射場等の整備資金調達などに取り組んできましたが、令和３年４月SPACECOTAN（スペースや射場等の整備資金調達などに取り組んできましたが、令和３年４月SPACECOTAN（スペース
コタン）株式会社が設立され主な役割を引き継いだことから、令和３年９月２日に株主総会を開コタン）株式会社が設立され主な役割を引き継いだことから、令和３年９月２日に株主総会を開
催し令和３年９月30日付けで発展的に会社を解散することを決議しました。催し令和３年９月30日付けで発展的に会社を解散することを決議しました。

◎�9/7北海道教育委員会から令和４年度から６年度の公立高等学校配置計画が発表され、この計画◎�9/7北海道教育委員会から令和４年度から６年度の公立高等学校配置計画が発表され、この計画
の中でかねてから要請していた、大樹高校の２間口復活が実現しました。の中でかねてから要請していた、大樹高校の２間口復活が実現しました。

議 案 審 議議 案 審 議
9月7日〜 9月17日開催9月7日〜 9月17日開催

事業者に対事業者に対 し、し、
ＰＣＲ検査ＰＣＲ検査 費用を助成！！費用を助成！！
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後期高齢者医療制度は、高齢者の
方が安心して医療を受けられるよ
う構築されたもので、安定した事
業運営が行われており、町の事務
処理も適切に遂行されていると考
える。よって、本案に賛成する。

後期高齢者医療制度は、発足当初
から高齢者を区別するものである
との批判が多く、それまでの老人
保健制度による事業運営で問題な
かったと考える。よって、本案に
反対する。

後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計

決
算
討
論

反 

対
賛 

成

寺嶋　誠一 議員 志民　和義 議員

健全化判断比率において、起債の
償還が計画的に進んでいることな
どから、健全な財政状況であるこ
とが評価できるとともに、予算も
効率的かつ適正に執行されている
と考える。よって、本案に賛成する。

税の滞納者対策は、滞納整理機構
に負担金を支出するのではなく、
町職員で解決することが重要で、
住民の事情をよく知る町職員には
解決して行く力が備わっていると
考える。よって、本案に反対する。

一
般
会
計

決
算
討
論

反 

対
賛 

成

寺嶋　誠一 議員 志民　和義 議員

令 和 ２ 年 度 決 算 審 査 特 別 委 員 会
９月13日〜９月16日開催９月13日〜９月16日開催 安田議長と村瀨監査委員を除く10名で徹底審議！安田議長と村瀨監査委員を除く10名で徹底審議！

問  船戸　健二 委員
時間外勤務が慢性的に多いことは良いと思わないが、減
らす取り組みはしているのか

答   鈴木総務課長
担当者が所属長へ事前に申し出ることとし、休日に勤務
する必要がある場合にはあらかじめ書面で届出をするこ
とで時間を管理している。
答   黒川副町長
時期によって業務が集中することはやむをえず、管理職
が業務分担の工夫をすることが必要と考える。

問  西田　輝樹 委員
健康教育の取組内容と実施回数、講師謝礼は

答   井上保健福祉課長
ストレッチや筋力運動を行う〝すっきりエクササイズ〟
と加齢に伴う運動器症候群改善を行う〝いいサイズクラ
ブ〟を帯広から講師を招き実施している。
すっきりエクササイズは39回、いいサイズクラブは28
回で講師謝礼はともに１回につき13,000円。

問  菅　敏範 委員
クーポン券発行事業の配付対象者数は
答   伊勢企画商工課長
４月10日時点で対象者数は5,480人で、その後、大樹町
へ転入してきた31人へ配布し、住所不在で返送となった
13人を除くと最終的な対象者数は5,498人となる。

問  志民　和義 委員
コミュニティバスの実証運行を実施していたが、本運行
はいつから始めるのか

答   伊勢企画商工課長
今年度に再度、実証運行を行い、その実施結果を踏ま
え、今後検討していく。

健康増進を目的としたすっきりエクササイズ 交通手段確保となるコミュニティバス
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議　　案　　名

寺

嶋

誠

一

辻

本

正

雄

吉

岡

信

弘

西

山

弘

志

船

戸

健

二

松

本

敏

光

西

田

輝

樹

菅
　

敏

範

志

民

和

義

齊

藤
　

徹

結
　
果

令和２年度大樹町一般会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × − 認定

令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × − 認定

表決の分かれた議案 ※齊藤委員長は表決に参加しません

齊藤　 徹 委員長

令 和 ２ 年 度 決 算 審 査 特 別 委 員 会
９月13日〜９月16日開催９月13日〜９月16日開催 安田議長と村瀨監査委員を除く10名で徹底審議！安田議長と村瀨監査委員を除く10名で徹底審議！

問  寺嶋　誠一 委員
スマート街区構築業務のエネルギーマネジメント会社設
立についての進捗状況と会社を設立する場合の時期は

答   伊勢企画商工課長
町が主体で会社を設立し、必要な部分については専門業
者に委託することを検討中。
現在では来年４月からの稼動を予定しているため、12月
頃に会社設立を進めていく。

問  辻本　正雄 委員
学校給食で別メニューのアレルギー食を提供している人
数と普通食、アレルギー食のコストの違いは

答   楠本給食センター所長
小学校14名と中学校1名の全体で15名。
材料費では大差はないが、アレルギー食を提供する上で
の調理員の配置で人件費はかかる。

問  吉岡　信弘 委員
災害用備品の在庫管理の方法と賞味期限の近い物の取り
扱いは

答   鈴木総務課長
在庫はパソコンのデータで管理している。
賞味期限が近い物は町内会で防災訓練時に使用していた
だくようにしている。

問  西山　弘志 委員
学習センター作法室の令和２年度の利用がないが今後の
対応と使用料金はいくらか

答   清原社会教育課長
利用していた団体が解散したため、２年度の利用はなかった。
今後、後継する組織を立ち上げる働きかけが必要であり、
使用料金は１時間430円。

避難所に整備されている備蓄品 利用減少となっている作法室
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第３回
臨時会

議 案 審 議議 案 審 議
７月27日開催７月27日開催

専決処分の承認１件、
補正予算３件を審議！！

　TMOで道の駅に整備する冷蔵冷凍ストッカー７台の購入に対する補助金の予算が追加され　TMOで道の駅に整備する冷蔵冷凍ストッカー７台の購入に対する補助金の予算が追加され
ました。ました。

　坂下浄水場から相川配水池へ送る送水管の、コンクリート巻立て部分が　坂下浄水場から相川配水池へ送る送水管の、コンクリート巻立て部分が
露出したことにより破損するおそれがあるため、送水管を保護するために必要な露出したことにより破損するおそれがあるため、送水管を保護するために必要な
工事の実施設計業務工事の実施設計業務※※委託料を追加補正しました。委託料を追加補正しました。
　　大枠の工事費は3,000万円程度になる見込みで、時期については11,12月頃の予定です。

般会計予算を般会計予算を追加補正追加補正一

道事業会計予算道事業会計予算
330万円を追加補正330万円を追加補正水

全員賛成
可決

全員賛成
可決

TMO活動推進事業  TMO活動推進事業  471万2,000円増額471万2,000円増額

　緊急事態宣言により歴舟川パークゴルフ場を　緊急事態宣言により歴舟川パークゴルフ場を
閉鎖としたため、指定管理者に対し売上金の差閉鎖としたため、指定管理者に対し売上金の差
額等を補填します。額等を補填します。
　・�既に購入済のシーズン券購入者に対し配布　・�既に購入済のシーズン券購入者に対し配布
する商品券（1,000円）の購入代金を補填する商品券（1,000円）の購入代金を補填

　・�平成30年、令和元年の５月・６月の売上平　・�平成30年、令和元年の５月・６月の売上平
均と今年度５月・６月売上平均値の差額を均と今年度５月・６月売上平均値の差額を
補填補填

　・�シーズン券販売代金の減額（−1,000円）　・�シーズン券販売代金の減額（−1,000円）
に対し、販売枚数に1,000円を乗じた額をに対し、販売枚数に1,000円を乗じた額を
実績により補填実績により補填

歴舟川パークゴルフ場管理事業  歴舟川パークゴルフ場管理事業  22万円増額22万円増額

　感染予防のための殺菌・洗浄効果に優れた超音波食器洗浄機１台を購入します。　感染予防のための殺菌・洗浄効果に優れた超音波食器洗浄機１台を購入します。

給食調理事業  給食調理事業  135万6,000円増額135万6,000円増額

大樹町でしか買うことができない、地元の特産品を販売していくことが魅力向上につなが
ると考える。

TMO事業として販売力を高めるためにどのような工夫をしているのか。
齊藤　 徹 議員問

伊勢企画商工課長答

※ 実施設計業務…建築主と施行業者との契約に必要な詳細を決定し、工事施工に向けて
工事費の具体的な積算を行うもの。



7　　　　たいき議会だより（No.186）

町民の声を
町民の代表として７名の議員が８項目について質問しました

◆
一
般
質
問
と
は
◆

　

一
般
質
問
は
、
町
の
事
務
や

事
業
に
関
し
て
質
問
で
き
る
大

事
な
議
員
活
動
の
場
で
す
。

　

年
４
回
の
定
例
会
に
行
い
、

臨
時
会
で
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
質
問
時
間
は
30
分

　

大
樹
町
議
会
で
は
、
議
員
が

質
問
で
き
る
時
間
は
１
問
に
つ

き
30
分
以
内
で
す
。
答
弁
に
制

限
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
。

・
一
問
一
答
方
式

　

議
員
と
町
長
が
対
面
し
て
、

１
つ
質
問
を
し
て
、
１
つ
回
答

を
し
ま
す
。

・
事
前
通
告

　

質
問
し
た
い
議
員
は
、
前
も

っ
て
質
問
内
容
を
記
し
た
「
事

前
通
告
書
」
を
提
出
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
登
壇
順
（
質
問
順
）

　

原
則
と
し
て
、
通
告
書
の
提

出
順
に
質
問
し
ま
す
。

※1名につき1ページを割り当て、内容を要約して掲載しています。

西山　弘志 議員
◎�大樹町の観光と町の
　活性化の取り組みに
　ついて

寺嶋　誠一 議員
◎�スマート街区事業について

齊藤　　徹 議員
◎�次年度（令和4年度）以降
公会計の考え方と財政運用
と確保について

吉岡　信弘 議員
◎�新型コロナウイルス感染症
予防対策について

西田　輝樹 議員
◎脱炭素社会の実現に
　向けて
◎コロナウイルス対策
　について

村瀨 博志 議員
�◎�宇宙のまちづくりに
　ついて

志民　和義 議員
◎�高齢者の補聴器購入助成
　について

一 般 質 問 町政に届ける

ここはどうなっている…。
私の気になること。

ここが聞きたい…。
私の質問したいこと。
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質
問

　

脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
計

画
や
調
査
事
業
の
予
定
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

改
正
地
球
温
暖
化
対
策
推

進
法
で
は
、
政
令
指
定
都
市

を
除
く
市
町
村
に
努
力
義
務

と
し
て
、
地
方
公
共
団
体
実

行
計
画
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
利
用
促
進
等
の
施
策
と

実
施
目
標
を
定
め
る
こ
と
が

盛
り
込
ま
れ
て
お
り
、
今
後
、

国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら

検
討
す
る
。

質
問

　

町
内
に
お
け
る
バ
イ
オ
マ

ス
利
用
発
電
や
太
陽
光
発
電

の
状
況
と
計
画
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

稼
働
中
の
３
基
の
家
畜
ふ

ん
尿
由
来
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ

ラ
ン
ト
の
う
ち
、
２
施
設
が

発
電
設
備
を
有
し
て
い
る
。

今
後
の
計
画
で
は
、
整
備
を

決
定
、
又
は
整
備
が
見
込
ま

れ
る
単
独
施
設
が
４
法
人
４

施
設
、
複
数
経
営
体
の
共
同

処
理
を
行
う
集
合
プ
ラ
ン
ト

が
１
施
設
。
２
法
人
で
単
独

施
設
の
整
備
を
検
討
中
と
聞

い
て
い
る
。
太
陽
光
発
電
は
、

発
電
容
量
10
ｋ
Ｗ
未
満
が
88

件
、
発
電
容
量
10
ｋ
Ｗ
以
上

が
52
件
と
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

二
酸
化
炭
素
吸
収
の
観
点

か
ら
の
森
林
整
備
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

町
有
林
に
つ
い
て
は
、
所

要
の
予
算
を
確
保
し
、
計
画

的
に
整
備
を
進
め
て
い
る
。

私
有
林
整
備
に
つ
い
て
も
、

造
林
意
欲
を
高
じ
る
支
援
措

置
を
講
じ
て
い
る
。

質
問

　

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
の
考

え
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

地
域
全
体
の
脱
炭
素
化
に

向
け
た
方
策
を
打
ち
出
し
た

う
え
で
検
討
す
る
。

質
問

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
終
了
予

定
と
現
況
は
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

予
約
さ
れ
た
方
の
接
種
は

９
月
末
ま
で
に
終
わ
る
見
込

み
。
今
後
、
12
歳
到
達
者
や

未
接
種
の
転
入
者
等
に
対
し

接
種
を
行
う
。

質
問

　

学
校
や
学
童
な
ど
の
ク
ラ

ス
タ
ー
対
策
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）　

　

基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹

底
す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え

る
。
学
校
で
は
、
毎
日
の
検

温
に
加
え
て
健
康
観
察
を
実

施
し
、
発
熱
が
な
く
て
も
風

邪
症
状
が
あ
っ
た
場
合
は
、

登
校
を
控
え
て
い
た
だ
い
て

い
る
。
給
食
時
の
黙
食
、
手

洗
い
の
徹
底
、
常
時
換
気
の

実
施
、
消
毒
作
業
も
継
続
し

て
い
る
。
児
童
に
感
染
が
確

認
さ
れ
た
場
合
は
、
国
か
ら

示
さ
れ
て
い
る
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
踏
ま
え
、
保
健
所
と
も

協
議
し
、
最
小
限
の
感
染
に

抑
え
て
ま
い
り
た
い
。
学
童

に
お
い
て
も
、
学
校
と
同
様

に
基
本
的
な
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
い
る
。

脱
炭
素
社
会
の
実
現

に
向
け
て

Q1

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

Q2

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
宣
言
の
考
え
は

質問

町
全
体
の
脱
炭
素
化
に
向
け
た
方
策
を
確
立
し

実
現
に
向
け
取
り
組
む

答

町
内
牧
場
の
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

西田　輝樹 議員



ここが聞きたい！
一 般 質 問

9　　　　たいき議会だより（No.186）

日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立
公
園
化
に

向
け
て
の
取
組
は

質問

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
発
信
や

Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る

答

観
光
客
の
呼
び
込
み
と
な
る
巨
大
絵
本

質
問

　

日
高
山
脈
襟
裳
十
勝
国
立

公
園
化
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

環
境
省
は
日
高
山
脈
襟
裳

国
定
公
園
と
そ
の
周
辺
地
域

の
国
立
公
園
化
に
関
す
る
方

針
を
決
定
し
て
お
り
、
国
立

公
園
化
に
向
け
た
活
動
が
実

施
さ
れ
て
い
る
。
国
立
公
園

化
に
よ
り
全
国
的
な
知
名
度

が
高
ま
り
、
多
く
の
観
光
客

が
来
町
さ
れ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
、
今
後
、
関
係
機
関
と

連
携
を
図
り
な
が
ら
情
報
発

信
や
Ｐ
Ｒ
活
動
に
努
め
る
。

質
問

　

安
全
・
自
然
保
護
対
策
、

林
道
・
登
山
道
の
整
備
、
ゴ

ミ
・
ト
イ
レ
問
題
等
多
く
の

課
題
に
つ
い
て
、
今
か
ら
町

独
自
の
準
備
が
必
要
で
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

必
要
な
対
応
に
つ
い
て
は
、

国
立
公
園
化
が
正
式
に
決
ま

っ
た
段
階
で
、
日
高
・
十
勝

の
関
係
自
治
体
で
構
成
し
て

い
る
連
絡
会
と
、
統
一
的
な

見
解
で
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。

質
問

　

国
立
公
園
の
名
称
に
「
十

勝
」
を
入
れ
る
こ
と
に
よ
り
、

十
勝
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

国
立
公
園
化
後
の
名
称
に

つ
い
て
は
、
十
勝
町
村
会
と

し
て
も
「
十
勝
」
を
加
え
る

こ
と
を
要
望
し
て
い
る
。

質
問

　

国
認
定
の
自
転
車
走
行
路

「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
の
取

組
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

道
内
初
と
な
る
「
ナ
シ
ョ

ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
」
の

指
定
を
受
け
た
。
今
後
、
国

内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
の

訪
問
が
見
込
ま
れ
、
町
の
観

光
振
興
に
つ
な
げ
た
い
。

質
問

　
「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
の

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
と
町
の
観

光
施
設
や
商
店
・
飲
食
店
を

つ
な
げ
る
、
町
独
自
の
サ
イ

ク
ル
ル
ー
ト
を
考
え
て
は
。

答
（
伊
勢
企
画
商
工
課
長
）

　
「
ト
カ
プ
チ
４
０
０
」
の

サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
は
、
コ
ス

モ
ー
ル
道
の
駅
を
は
じ
め
多

目
的
航
空
公
園
、
晩
成
温
泉

付
近
等
、
市
街
地
を
含
め
大

樹
町
の
観
光
地
を
通
る
ル
ー

ト
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ル

ー
ト
を
活
用
し
、
町
の
観
光

振
興
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

質
問

　

巨
大
絵
本
オ
ブ
ジ
ェ
と
観

光
の
取
組
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
な
る

よ
う
広
く
周
知
を
図
っ
て
い

き
た
い
。

意
見

　

観
光
客
等
の
呼
び
込
み
の

た
め
の
名
所
づ
く
り
や
、
町

内
の
環
境
美
化
等
に
よ
る
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
。

西山　弘志 議員

大
樹
町
の
観
光
と
町

の
活
性
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て

Q1



ここが聞きたい！
一 般 質 問

たいき議会だより（No.186）　　　　10

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

質
問

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
は
デ
ル
タ
株
の
感
染
拡

大
で
、
低
年
齢
に
も
感
染
力

が
強
く
、
重
症
者
も
増
え
て

い
る
。
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
話
も
あ
る
中
、
妊
婦

へ
の
優
先
接
種
の
考
え
方
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

国
か
ら
妊
娠
中
の
方
及
び

配
偶
者
等
が
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
希
望
す
る
場
合
、
で
き
る

だ
け
早
期
か
つ
円
滑
に
接
種

で
き
る
よ
う
特
段
の
配
慮
を

と
の
通
知
が
あ
り
、
指
示
に

基
づ
き
対
応
す
る
。

質
問

　

消
防
職
員
特
に
救
急
隊
員

へ
の
優
先
接
種
の
考
え
方
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

消
防
職
員
は
、
医
療
従
事

者
等
の
扱
い
と
な
っ
て
お
り
、

今
後
も
国
の
指
示
に
基
づ
き

優
先
接
種
を
実
施
す
る
。

答
（
瀬
尾
保
健
福
祉
課
参
事
）

　

消
防
職
員
の
ワ
ク
チ
ン
の

確
保
、
支
給
は
北
海
道
が
行

っ
て
お
り
、
１
回
目
の
接
種

の
際
に
は
病
院
職
員
よ
り
も

少
し
遅
れ
た
。

質
問

　

町
内
の
年
代
別
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
率
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

８
月
30
日
現
在
、
20
代

80
・
７
％
、
30
代
75
・
３
％
、

40
代
83
・
６
％
、
50
代
87
・

８
％
、
60
代
94
・
１
％
、
70

代
以
上
は
95
・
２
％
と
な
っ

て
い
る
。

の
抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
の
考
え

方
は
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

小
中
学
校
は
、
教
職
員
に

よ
り
、
利
用
し
た
全
て
の
部

屋
の
消
毒
作
業
を
行
っ
て
お

り
、
小
学
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
に
も
ご
協
力
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

現
行
の
消
毒
作
業
で
、
感

染
対
策
に
万
全
を
期
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

質
問

　

抗
ウ
イ
ル
ス
加
工
を
し
、

か
つ
教
職
員
に
よ
る
消
毒
を

す
れ
ば
、
接
触
に
よ
る
感
染

対
策
が
よ
り
万
全
に
な
る
と

思
う
が
。

答
（
板
谷
教
育
長
）

　

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

質
問

　

満
12
歳
の
小
学
生
、
中
高

生
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
推
進

の
考
え
方
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

８
月
30
日
現
在
、
高
校
生

相
当
の
年
齢
で
１
回
目
の
接

種
を
終
え
た
方
は
、
対
象
者

１
１
６
名
中
86
名
、
中
学
生

１
３
７
名
中
77
名
、
満
12
歳

の
小
学
生
は
０
名
で
２
名
が

予
約
し
て
い
る
。
ワ
ク
チ
ン

接
種
後
の
副
反
応
や
長
期
間

の
安
全
性
の
デ
ー
タ
が
な
い

等
の
理
由
か
ら
接
種
を
見
合

わ
す
方
が
少
な
く
な
い
と
認

識
し
て
い
る
。
接
種
す
る
場

合
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
を
理
解
し
、
接
種
を
判
断

す
る
こ
と
が
肝
要
と
考
え
る
。

質
問

　

小
中
学
校
の
ド
ア
ノ
ブ
等

妊
婦
へ
の
優
先
接
種
の
考
え
方
は

質問

国
の
指
示
が
あ
り
優
先
接
種
に
配
慮
す
る

答

吉岡　信弘 議員

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
予
防
対
策

に
つ
い
て

Q1
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町
と
し
て
の
今
後
Ｃ
Ｏ
２
削
減
の
取
組
は

質問

北
海
道
の
補
助
事
業
を
活
用
し
た
実
証
実
験
を

行
な
う

答

Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
効
果
の
あ
る
木
質
チ
ッ
プ

質
問

　

ス
マ
ー
ト
街
区
事
業
の
供

給
能
力
と
し
て
、
今
後
供
給

施
設
が
増
え
て
も
可
能
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

太
陽
光
発
電
の
発
電
量
は

供
給
施
設
全
体
の
電
力
使
用

量
の
約
16
％
を
賄
う
計
画
で
、

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
に
よ

る
熱
供
給
量
は
、
既
存
ボ
イ

ラ
ー
燃
料
の
約
82
％
を
賄
う

計
画
で
あ
る
。
供
給
施
設
が

増
え
た
場
合
で
も
、
電
力
ピ

ー
ク
時
に
蓄
電
池
か
ら
の
放

電
に
よ
り
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト

を
行
う
こ
と
で
契
約
電
力
の

超
過
を
抑
え
、
木
質
チ
ッ
プ

ボ
イ
ラ
ー
を
接
続
す
る
こ
と

で
、
化
石
燃
料
ボ
イ
ラ
ー
の

規
模
を
縮
小
す
る
な
ど
メ
リ

ッ
ト
が
大
き
い
と
考
え
る
。

質
問

　

設
備
更
新
時
期
に
ズ
レ
が

生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
が
、

計
画
稼
働
期
間
25
年
の
見
込

み
で
大
丈
夫
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

耐
用
年
数
を
基
準
に
し
て

25
年
の
ス
パ
ン
で
更
新
計
画

を
た
て
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス

ト
を
積
算
し
て
い
る
。
稼
働

期
間
は
25
年
で
完
了
で
は
な

く
、
25
年
経
過
後
も
設
備
の

更
新
等
を
図
り
な
が
ら
事
業

を
継
続
し
て
い
く
。

質
問

　

町
と
し
て
の
今
後
Ｃ
Ｏ
２

削
減
の
取
組
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

北
海
道
の
補
助
事
業
を
活

用
し
て
、
家
畜
ふ
ん
尿
由
来

の
バ
イ
オ
ガ
ス
を
活
用
し
た

実
証
事
業
を
行
な
う
。
地
域

内
の
未
利
用
バ
イ
オ
マ
ス
で

あ
る
乳
牛
ふ
ん
尿
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
創
出
す
る
こ
と
で
、

化
石
燃
料
の
消
費
量
を
減
ら

す
仕
組
み
を
構
築
し
、Ｃ
Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
に
つ
な
げ
た

い
。

質
問

　

木
質
チ
ッ
プ
の
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ
ラ
ー
の

導
入
は
、
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の

削
減
の
み
な
ら
ず
、
地
元
林

業
の
活
性
化
や
森
林
資
源
の

地
域
循
環
を
図
る
こ
と
も
目

的
と
し
て
い
る
。
地
域
循
環

を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
地

元
林
材
の
木
質
チ
ッ
プ
を
利

用
し
て
い
く
基
本
的
な
考
え

が
あ
り
、
木
質
チ
ッ
プ
ボ
イ

ラ
ー
に
適
合
す
る
木
質
チ
ッ

プ
の
製
造
・
供
給
が
可
能
で

あ
れ
ば
、
市
場
原
理
を
働
か

せ
て
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
図
っ

て
い
く
こ
と
は
必
要
と
考
え

る
。

意
見

　

本
事
業
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
施
設

の
電
気
・
熱
供
給
の
一
元
管

理
に
よ
り
、
各
施
設
の
ラ
ン

ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や
Ｃ
Ｏ
２
の

削
減
効
果
も
期
待
さ
れ
る
。

ま
た
、
災
害
時
の
対
策
も
併

せ
持
つ
貴
重
な
施
設
に
な
る
。

次
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
と
し

て
、
家
畜
ふ
ん
尿
を
利
用
し

た
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
も
積
極

的
に
進
め
、
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン

宣
言
を
早
期
に
実
現
し
て
い

た
だ
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

ス
マ
ー
ト
街
区
事
業

に
つ
い
て

Q1
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観
客
が
集
ま
る
ス
ペ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ

質
問

　

イ
ン
タ
ー
ス
テ
ラ
テ
ク
ノ

ロ
ジ
ズ
社
（
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
）
と

ど
の
よ
う
に
連
携
を
取
っ
て

今
後
進
め
て
い
く
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
の
打
上
射
場
と

し
て
使
用
し
て
い
る
土
地
の

貸
与
、
打
上
時
の
警
備
等
へ

の
町
職
員
の
協
力
、
ガ
バ
メ

ン
ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
活
用
し
た
補
助
な
ど
、

様
々
な
か
た
ち
で
支
援
を
し

て
き
た
。
Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
で
は
、

２
０
２
３
年
度
に
Ｚ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

の
打
ち
上
げ
を
計
画
し
て
い

る
。
そ
の
打
ち
上
げ
に
間
に

合
う
よ
う
に
、
射
場
の
適
合

認
定
に
向
け
た
国
と
の
事
前

協
議
や
射
場
等
の
基
本
設
計

に
取
り
組
む
。

質
問

　

町
民
の
宇
宙
の
ま
ち
づ
く

り
に
対
す
る
理
解
や
関
心
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
て

い
る
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

近
隣
の
町
民
の
皆
様
を
は

じ
め
、
漁
業
者
の
方
々
や
関

係
機
関
の
皆
様
の
ご
理
解
・

ご
協
力
が
な
け
れ
ば
進
め
ら

れ
な
い
。
長
年
の
取
組
に
よ

り
、
町
民
の
皆
様
の
宇
宙
の

ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ご
理

解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
け
て

い
る
こ
と
が
、
大
樹
町
に
北

海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト
の
整

備
拡
充
を
進
め
る
上
で
の
大

き
な
強
み
に
な
っ
て
い
る
。

質
問

　

今
後
、
町
と
町
民
が
一
体

と
な
っ
て
宇
宙
の
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
た
め
に
必

要
な
こ
と
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

北
海
道
ス
ペ
ー
ス
ポ
ー
ト

の
整
備
拡
充
に
向
け
た
進
捗

状
況
等
を
広
報
紙
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
通
じ
て
お
知
ら

せ
す
る
と
と
も
に
、
関
係
行

政
区
長
や
商
工
会
・
観
光
協

会
・
農
協
・
漁
協
な
ど
、
関

係
機
関
の
皆
様
で
構
成
さ
れ

る
大
樹
町
航
空
宇
宙
産
業
基

地
研
究
会
等
で
報
告
す
る
な

ど
、
宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
の
情
報
発
信
に
積
極

的
に
取
り
組
み
た
い
。

質
問

　

宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り
に
対

す
る
町
と
町
民
の
思
い
に
温

度
差
が
あ
る
の
で
は
と
感
じ

る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

Ｍ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
７
号
機
、
６
号

機
の
打
上
成
功
の
際
に
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
か
ら
喜

び
の
声
、
激
励
の
言
葉
を
多

数
い
た
だ
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、
町
民
の
皆
様
が

打
上
実
験
に
関
わ
る
場
面
が

構
築
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
、

打
上
を
身
近
に
感
じ
る
機
会

が
減
っ
て
い
る
。
町
内
に
は

Ｉ
Ｓ
Ｔ
社
を
応
援
す
る
、
町

民
有
志
の
後
援
会
組
織
も
立

ち
上
が
っ
て
お
り
、
打
上
の

際
に
は
、
応
援
の
ぼ
り
の
設

置
や
、
打
上
会
場
の
駐
車
場

の
誘
導
等
に
も
尽
力
い
た
だ

い
て
い
る
。
関
わ
り
を
も
っ

て
く
だ
さ
る
町
民
が
多
数
い

る
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
。

町
と
町
民
の
思
い
に
温
度
差
が

あ
る
の
で
は

質問

喜
び
の
声
、
激
励
の
言
葉
を
多
数
い
た
だ
い
て
い
る

答

村瀨　博志 議員

宇
宙
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
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志民　和義 議員

難
聴
者
の
助
け
と
な
る
補
聴
器

質
問

　

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴

器
購
入
の
助
成
を
行
っ
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
。

　

早
い
段
階
か
ら
補
聴
器
を

使
用
す
る
こ
と
で
、
進
行
が

遅
く
な
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

現
在
、
十
勝
管
内
で
加
齢

性
難
聴
者
に
補
聴
器
購
入
の

助
成
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
は

何
か
所
あ
る
の
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

十
勝
管
内
で
は
４
町
が
助

成
し
て
い
る
。

質
問

　

大
樹
町
で
も
補
聴
器
購
入

に
助
成
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

難
聴
者
に
対
す
る
補
聴
器

購
入
の
補
助
制
度
と
し
て
は
、

障
害
者
総
合
支
援
法
の
補
装

具
支
給
制
度
に
基
づ
き
、
聴

覚
機
能
障
害
２
級
か
ら
６
級

の
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
を
対
象
に
、

購
入
限
度
額
に
対
し
、
住
民

税
非
課
税
の
方
は
全
額
を
公

費
負
担
、
課
税
の
方
は
９
割

を
公
費
負
担
と
し
て
、
国
が

２
分
の
１
、
北
海
道
が
４
分

の
１
、
町
が
４
分
の
１
を
負

担
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
に
対
し
て

は
、
国
及
び
北
海
道
の
補
助

制
度
が
な
い
た
め
、
昨
年
同

様
の
ご
質
問
に
お
答
え
し
た

よ
う
に
、
引
き
続
き
情
報
収

集
を
進
め
、
必
要
で
あ
る
と

判
断
に
至
っ
た
段
階
で
事
業

化
に
向
け
て
検
討
す
る
。

質
問

　

補
聴
器
は
精
密
機
械
で
あ

る
た
め
価
格
が
高
く
、
年
金

で
生
活
さ
れ
て
い
る
方
々
は

購
入
を
た
め
ら
う
と
い
う
話

も
聞
い
て
い
る
。

　

難
聴
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
障
害
で
、
日
常
生

活
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
も

あ
り
、
難
聴
者
に
と
っ
て
補

聴
器
は
必
需
品
で
あ
る
と
考

え
る
。

　

早
い
段
階
で
使
用
す
る
こ

と
で
、
進
行
を
遅
ら
せ
る
効

果
が
あ
る
と
聞
い
て
お
り
、

認
知
症
、
う
つ
病
の
予
防
や

進
行
を
抑
え
、
健
康
寿
命
の

促
進
に
つ
な
が
る
。

　

補
聴
器
の
助
成
を
行
う
自

治
体
も
増
え
て
お
り
、
必
要

と
判
断
す
る
段
階
に
至
っ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　

加
齢
性
難
聴
者
の
社
会
的

参
加
を
促
す
意
味
で
も
、
１

日
で
も
早
く
助
成
を
行
っ
て

は
ど
う
か
、
再
度
伺
う
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

引
き
続
き
情
報
収
集
を
進

め
た
い
。

加
齢
性
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入

助
成
の
考
え
は

質問

必
要
で
あ
る
と
判
断
に
至
っ
た
段
階
で
検
討
す
る

答

高
齢
者
の
補
聴
器

購
入
助
成
に
つ
い
て

Q1
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質
問

　

自
主
財
源
確
保
、
現
在
の

徴
収
状
況
を
ど
の
よ
う
に
認

識
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

新
し
い
財
源
の
考
え
方
は
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

歳
入
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を

考
慮
し
た
計
画
的
な
事
業
実

施
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
る
。

質
問

　

過
去
５
年
間
の
主
要
財
政

指
数
の
評
価
に
対
す
る
問
題

点
や
課
題
、
長
期
財
政
計
画

に
つ
い
て
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

計
上
収
支
比
率
に
つ
い
て

は
上
昇
傾
向
に
あ
り
、
財
政

構
造
の
弾
力
性
が
低
い
状
態

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
実
質
単

年
度
収
支
や
経
常
収
支
比
率

の
改
善
に
取
り
組
む
。

質
問

　

大
樹
航
空
宇
宙
基
地
構
想

の
、
年
度
変
更
（
延
長
）
は

あ
る
の
か
。
総
事
業
費
、
そ

れ
に
伴
う
寄
付
金
の
額
は
。

答
（
大
塚
企
画
商
工
課
参
事
）

　

２
０
２
５
年
度
完
了
を
目

指
し
て
整
備
し
、
令
和
８
年

度
以
降
は
そ
の
時
点
で
検
討

し
た
い
。
総
事
業
は
50
億
円

程
度
で
、
う
ち
25
億
円
は
個

人
版
と
企
業
版
の
寄
付
金
で
、

残
り
は
国
の
交
付
金
で
賄
い

た
い
。

質
問

　

次
年
度
に
向
け
、
航
空
宇

宙
基
地
構
想
の
特
別
会
計
を

設
置
し
て
は
ど
う
か
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

２
０
２
５
年
ま
で
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
た
め
、
一
般
会

計
の
中
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

事
業
が
進
み
ボ
リ
ュ
ー
ム
が

明
確
に
な
っ
た
段
階
で
考
え

た
い
。

質
問

　

今
後
も
一
般
会
計
で
進
め

て
い
く
な
ら
、
新
た
に
宇
宙

推
進
費（
仮
）の
予
算
科
目

「
目も

く

」を
新
設
し
て
は
。

答
（
黒
川
副
町
長
）

　
「
目も

く

」に
つ
い
て
は
町
で
決

め
ら
れ
る
の
で
、
今
後
検
討

し
た
い
。

質
問

　

係
長
・
主
幹
職
の
財
政
研

修
が
必
要
と
考
え
る
。
公
認

会
計
士
の
講
師
派
遣
に
取
り

組
ん
で
は
ど
う
か
。

答
（
黒
川
副
町
長
）

　

研
修
の
必
要
性
に
つ
い
て

は
以
前
よ
り
言
わ
れ
て
お
り
、

町
の
財
政
が
ど
う
成
り
立
っ

て
い
る
か
も
含
め
、
講
師
を

手
配
し
実
施
し
て
い
き
た
い
。

質
問

　

新
地
方
公
会
計
に
備
え
、

財
政
係
の
人
事
配
置
、
特
化

し
た
職
員
の
採
用
や
公
認
会

計
士
へ
の
一
部
委
託
も
あ
る

と
考
え
る
が
。

答
（
酒
森
町
長
）

　

専
門
職
の
配
置
、
公
認
会

計
士
へ
の
一
部
委
託
は
、
今

後
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
る
。
す
べ
て
の
職
員

が
事
務
事
業
を
機
能
で
き
る

よ
う
な
人
事
配
置
を
行
な
い
、

働
き
や
す
い
環
境
づ
く
り
に

意
を
注
い
で
い
き
た
い
。

次
年
度
（
令
和
４
年

度
）
以
降
公
会
計
の

考
え
方
と
財
政
運
用

と
確
保
に
つ
い
て

Q1
航
空
宇
宙
構
想
の
特
別
会
計
の
設
置
、

予
算
科
目「
目も

く

」の
新
設
を

質問

当
面
は
一
般
会
計
の
中
で
、「
目も
く
」は
今
後
検
討
し
た
い

答

２
０
２
３
年
運
用
開
始
予
定
の
Ｌ
Ｃ
１

齊藤　　徹 議員
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第
３
回
臨
時
会

専決処分した事件の承認について
承　認町内で身寄りのない高齢者が亡くなり火葬を行う方が早急に判明しないこと、早急に葬儀を行う必要があったことか

ら墓地埋葬等に関する法律に基づき、死亡地の市町村長が火葬を行うこととされているため委託料を増額し、一般会
計補正予算について承認しました。

令和３年度大樹町一般会計補正予算（第４号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ44万7,000円を追加し、予算の総額97億1,721万7,000円をとしました。

令和３年度大樹町水道事業会計補正予算（第２号）について
原案可決

資本的支出の予定額を2億6,851万2,000円としました。

令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第２号）について
原案可決収益的収入・支出の予定額をそれぞれ11億693万円としました。

資本的収入の予定額を4,661万円とし、資本的支出の予定額を4,795万円としました。

第
３
回
定
例
会

令和２年度健全化判断比率について
報告済

令和２年度の健全化判断比率は、監査委員による審査の結果、いずれも良好であると報告されました。

令和２年度資金不足比率について 
報告済

令和２年度の資金不足比率は、監査委員による審査の結果、いずれも良好であると報告されました。

大樹町過疎地域持続的発展市町村計画について
原案可決過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が本年４月に施行され、北海道から同意を得られたため、新たに定

めました。

過疎地域対策のための固定資産税の課税の特例に関する条例の一部改正について
原案可決過疎地域の持続的発展の支援に関する特別措置法が本年４月に施行されたことに伴い、過疎地域対策のための固定資

産税の課税の特例に関する条例について所要の改正をしました。

令和３年度大樹町一般会計補正予算（第５号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ2億5,609万9,000円を追加し、予算の総額99億7,331万6,000円をとしました。

令和３年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）補正予算（第１号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ341万2,000円を追加し、予算の総額7億391万2,000円をとしました。

令和３年度大樹町介護保険特別会計補正予算（第１号）について
原案可決

歳入歳出それぞれ4,224万5,000円を追加し、予算の総額7億6,734万5,000円をとしました。

令和３年度大樹町立国民健康保険病院事業会計補正予算（第３号）について
原案可決

議会の議決を経なければ流用することのできない経費である給与費を7億8,053万1,000円としました。

令和３年度大樹町下水事業会計補正予算（第２号）について
原案可決

収益的収入の予定額を4億5,728万円としました。資本的収入の予定額を4,829万5,000円としました。

令和２年度大樹町一般会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入85億2,997万4,550円、歳出83億721万3,291円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町国民健康保険事業特別会計（事業勘定）決算認定について
認　定

令和２年度歳入7億1,382万6,342円、歳出6億9,235万4,840円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町後期高齢者医療特別会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入9,704万435円、歳出9,655万3,674円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町介護保険特別会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入7億717万2,257円、歳出6億6,720万6,128円の執行について認定しました。

全会一致の議案

一目でわかる 審議結果

次のページへ続く
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委
員
長　

辻
本　

正
雄

副
委
員
長　

西
山　

弘
志

委　
　

員　

松
本　

敏
光

委　
　

員　

齊
藤　
　

徹

委　
　

員　

船
戸　

健
二

委　
　

員　

寺
嶋　

誠
一

広報広聴常任委員会

編
集
後
記

　

町
内
に
お
い
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
進
み
、
感
染
に
対
す
る

不
安
が
緩
和
さ
れ
て
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

感
染
拡
大
防
止
対
策
を
し
っ
か
り
と
行

い
、
２
年
ぶ
り
に
柏
林
公
園
ま
つ
り
が
開
催

さ
れ
、
多
く
の
町
民
が
久
々
に
町
内
の
イ
ベ

ン
ト
を
楽
し
む
１
日
を
過
ご
せ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
夜
に
は
歴
舟
川
河
川
敷
で
サ
プ

ラ
イ
ズ
花
火
を
打
ち
上
げ
、
大
輪
が
次
々

と
夜
空
を
彩
り
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
１
日

で
も
早
く
終
息
す
る
よ
う
待
ち
望
む
花
火

に
見
え
ま
し
た
。

副
委
員
長  

西
山　

弘
志

第
３
回
定
例
会

令和２年度大樹町介護サービス事業特別会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入4億1,663万3,783円、歳出4億29万3,025円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町公共下水道事業特別会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入2億9,833万6,008円、歳出2億6,539万3,988円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町水道事業会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入5億5,576万4,713円、歳出7億6,164万1,576円の執行について認定しました。

令和２年度大樹町立国民健康保険病院事業会計決算認定について
認　定

令和２年度歳入11億6,629万5,855円、歳出11億1,078万197円の執行について認定しました。

教育委員会委員の任命ついて
同　意

教育委員会委員に、神山良仁氏を任命することに同意しました。

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書に関する陳情書
継続審査

社会一般の福祉と利益に関連し、公益性が認められることを念頭に詳細な調査が必要であるため、継続審査としました。

「核のごみ受け入れ阻止条例」の制定についての陳情書
継続審査

放射性物質や放射性廃棄物、原子力政策に関する理解・知識を深める必要があるため、継続審査としました。

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策の充実・強化を求める意見書について
原案可決

林業・木材産業の成長産業化に向けた施策を充実強化するよう要望する意見書を提出しました。

コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書について
原案可決地方創生、雇用対策、財政需要の増崇が見込まれる社会保障等への対応に不可欠である地方税財源の充実を要望する

意見書を提出しました。

国土強靭化に資する社会資本整備等に関する意見書について
原案可決

長期安定的な道路整備を充実強化するよう要望する意見書を提出しました。

次の定例会は 12月です。
ぜひ気軽に傍聴にお越しください。

詳細は議会事務局へお問い合わせください。

TEL 6-5035

議会を傍聴して議会を傍聴して
みませんかみませんか

　議会は、住民の代表機関として、民意を広く
行政に反映させるため、国や町の事務などに関
する請願・陳情を処理することとなっています。
　請願とは、憲法に規定された国民の権利とし
て公の機関に対し、要望する行為で、紹介議員
が必要となります。陳情も同様に扱われますが、
紹介議員は必要ありません。

請願・陳情は
どなたでもできます


